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カトリック

ご
復
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メ
ッ
セ
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挨
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け
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一
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三
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司
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事
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～
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面
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教
会
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
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ス
テ
ッ
プ
へ

広
島
教
区
長　

ア
レ
キ
シ
オ　

白
浜　

満　

司
教

教
区
本
部
事
務
局	

服
部
大
介
　
神
父

平
和
の
使
徒
推
進
本
部	

野
中
　
泉
　
神
父

広
島
司
教
館	

豊
田
尚
臣
　
神
父		

	

斎
藤
眞
仁
　
神
父

広
島
地
区	

 （
地
区
長
）
ヴ
ィ
タ
リ
　
神
父

山
口
・
島
根
地
区	

（
地
区
長
）
李イ

　
相
サ
ン
ウ
ォ
ン
源
　
神
父

岡
山
・
鳥
取
地
区	

（
地
区
長
））
荻
喜
代
治
　
神
父

広
島
協
働
体
（
幟
町
・
東
広
島
・
三
篠
・
翠
町
・
観

音
町
・
祇
園
・
可
部
・
廿
日
市
）

	

（
幟
町
・
東
広
島
主
任
） 

ヴ
ィ
タ
リ
　
神
父

	

（
助
任
）
服
部
大
介
　
神
父

	

（
協
力
）
大
西
勇
史
　
助
祭

	

（
翠
町
主
任
）
ア
ル
ベ
ル
ト
神
父

	

（
三
篠
主
任
）
中
村
健
三
　
神
父

	

（
観
音
町
主
任
）
野
中
　
泉
　
神
父

	

（
祇
園
・
可
部
主
任
）
加
藤
信
也
　
神
父

	

（
助
任
）
作
道
宗
三
　
神
父

	

（
廿
日
市
主
任
）
ア
ン
リ
　
　
神
父

三
次
協
働
体
（
三
次
・
向
原
・
呉
）

	
（
三
次
・
向
原
主
任
）
金キ
ム

　
楹ヨ
ン
ス洙

　
神
父

	
（
呉
主
任
）
深
堀
升
治
　
神
父

備
後
協
働
体
（
三
原
・
尾
道
・
福
山
）

	

（
三
原
主
任
）
西
江
和
司
　
神
父

	

（
尾
道
・
福
山
主
任
）
ア
ル
ナ
ル
ド
神
父

	

（
助
任
）
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
神
父

山
口
協
働
体
（
山
口
・
地
福
・
防
府
・
萩
）

	

（
山
口
・
地
福
・
防
府
主
任
）
李イ

　
相
サ
ン
ウ
ォ
ン
源
　
神
父

	

（
助
任
）
カ
ン
ガ
ス
　
神
父

	

（
協
力
）
モ
レ
ノ
　
　
神
父

	

（
協
力
）
桜
井
彦
孝
　
神
父

	

シ
ケ
　
　
修
道
士

	

（
萩
主
任
）
恩
地
　
誠
　
神
父

下
関
協
働
体
（
細
江
・
長
府
・
彦
島
）

	

（
細
江
・
彦
島
主
任
）
百
瀬
文
晃
　
神
父

	

（
長
府
主
任
）
ア
ル
テ
ィ
リ
ョ
神
父

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー

	

（
所
長
）
中
井
　
淳
　
神
父

	

（
協
力
）
林
　
尚
志
　
神
父

宇
部
協
働
体
（
宇
部
・
北
若
山
・
高
千
帆
）

	

（
主
任
）
片
柳
弘
史
　
神
父

	

（
助
任
）
猪
口
大
記
　
神
父

	

（
協
力
）
三
喜
田
虎
太
神
父

	

（
協
力
）
池
尻
廣
幸
　
神
父

	

（
協
力
）
オ
レ
ギ
　
　
神
父

	

（
協
力
）
西
山
和
男
　
神
父

岩
徳
協
働
体
（
岩
国
・
光
・
柳
井
・
下
松
・
徳
山
）

	

（
岩
国
主
任
）
福
田
誠
二
　
神
父

	

（
光
・
柳
井
主
任
）
肥
塚
侾
司
　
神
父

	

（
下
松
主
任
）
原
田
豊
己
　
神
父

	

（
徳
山
主
任
）
柴
田
　
潔
　
神
父

	

（
協
力
）
高
橋
義
博
　
神
父

伯
雲
協
働
体
（
松
江
・
出
雲
・
米
子
・
境
港
）

	

（
松
江
・
出
雲
主
任
）
後
藤
正
史
　
神
父

	

（
助
任
）
金キ
ム

　
起キ
フ
ァ
ン煥

　
神
父

	

（
米
子
・
境
港
主
任
）
荻
喜
代
治
　
神
父

島
根
協
働
体
（
津
和
野
・
浜
田
・
益
田
）

	

（
津
和
野
主
任
）
山
根
敏
身
　
神
父

	

薬み
な
い袋

勝か
つ
ひ
と士

修
道
士

	

（
浜
田
・
益
田
主
任
）
清
水
　
弘
　
神
父

岡
山
協
働
体
（
岡
山
・
岡
山
南
・
西
大
寺
・
ロ
ザ
リ

オ
・
玉
野
・
津
山
）

	

（
岡
山
・
岡
山
南
主
任
）
瀧
井
英
昭
　
神
父

	

（
助
任
）
尹ユ
ン

　
兌テ
ヨ
ン榮

　
神
父

	

（
助
任
）
ロ
　
イ
　
　
神
父

	

（
協
力
・
西
大
寺
）
リ
カ
ル
ド
　
神
父

	

（
玉
野
主
任
・
岡
山
南
協
力
）
ト
ゥ
ア
ン
　
神
父

	

（
津
山
主
任
）
ワ
ー
レ
　
　
神
父

檣
灯
セ
ン
タ
ー	

（
岡
山
協
力
）
ミ
ッ
シ
ェ
ル
神
父

倉
敷
協
働
体
（
笠
岡
・
倉
敷
・
玉
島
・
水
島
）

	

（
笠
岡
主
任
・
玉
島
協
力
）
山
口
道
晴
　
神
父

	

（
倉
敷
・
玉
島
・
水
島
主
任
）
バ
ル
ト
　
　
神
父

	

（
助
任
）
金キ
ム

　
洪ホ
ン
ソ
ク錫

　
神
父

鳥
取
協
働
体
（
鳥
取
・
倉
吉
）

	

（
鳥
取
主
任
）
野
嵜
一
夫
　
神
父

	

（
倉
吉
主
任
）
朴パ
ク

　
孝ヒ
ョ
ジ
ン鎭

　
神
父

イ
エ
ズ
ス
会
　
庚
午
修
道
院	

塚
田
健
統
　
神
父

	

牛
尾
幸
生
　
神
父

	

ア
ン
ト
　
　
神
父

	

ジ
ョ
デ
ィ
　
神
父

	

ロ
サ
ド
　
修
道
士

イ
エ
ズ
ス
会
　
長
束
修
道
院	

加
藤
信
也
　
神
父

	

ヴ
ェ
ー
マ
イ
ヤ
ー
神
父

	

塩
谷
恵
策
　
神
父

	

曽
根
忠
明
　
神
父

	

裏
辻
洋
二
　
神
父

	

ア
レ
ッ
ク
ス
神
父

	

河
村
剛
　
修
道
士

愛
徳
修
道
士
会	

ヘ
ン
デ
リ
ク
ス
修
道
士

	

牧
田
真
一
修
道
士

	

ホ
ン
テ
レ
ー
修
道
士

主
の
ご
復
活
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

主
の
ご
復
活
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
広
島
教
区
長
　
白
浜
　
満
　
司
教

司
教
総
代
理
　
荻
喜
代
治
　
神
父

主
の
復
活
の
お
慶
び
を

申
し
あ
げ
ま
す

　

こ
の
喜
ば
し
き
日
に
当
た

り
、
広
島
教
区
の
神
の
家
族
の

皆
さ
ん
の
上
に
、
神
様
の
豊
か

な
祝
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま

す
。復
活
さ
れ
た
主
イ
エ
ス
は
、

世
の
終
わ
り
に
至
る
ま
で
、
い

つ
も
わ
た
し
た
ち
と
共
に
い
て

く
だ
さ
る
方
と
な
ら
れ
ま
し
た

（
マ
タ
イ
二
八
・
二
〇
参
照
）。

そ
し
て
、
地
上
を
旅
し
て
い
る

教
会
と
共
に
歩
み
、
聖
書
を
紐

解
い
て
教
え
、
パ
ン
を
裂
い
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
主

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
信
頼
し

て
、
教
区
創
立
一
〇
〇
周
年
に

向
け
て
の
歩
み
を
先
に
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
区
創
立
百
周
年
に
向
け
て

　

広
島
教
区
で
は
、
教
区
創
立

百
周
年
（
二
〇
二
三
年
）
を
ふ

さ
わ
し
く
迎
え
る
た
め
に
、

三
段
階
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
通

し
て
準
備
を
進
め
て
い
く
計

画
を
立
て
ま
し
た
。
第
一
段

階
は
「
家
庭
へ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
（
二
〇
一
四
年
四
月
～

二
〇
一
七
年
三
月
）
、
第
二
段

階
は
「
教
会
へ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
（
二
〇
一
七
年
四
月
～

二
〇
二
〇
年
三
月
）
、
第
三
段

階
は
「
社
会
へ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
（
二
〇
二
〇
年
四
月
～

二
〇
二
三
年
三
月
）
で
す
。
三 白浜満司教
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つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
密
接
な
関

連
性
が
あ
り
切
り
離
す
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
で
す
が
、
一
つ

ひ
と
つ
の
側
面
を
意
識
し
な
が

ら
、
教
区
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
共

同
体
の
現
状
を
振
り
返
る
こ
と

は
、
有
意
義
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

「
教
会
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

の
三
重
の
側
面

　

い
よ
い
よ
、
こ
れ
か
ら
「
教

会
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
い
う

第
二
段
に
入
り
ま
し
た
。
そ
の

準
備
の
た
め
に
、
広
島
教
区
内

で
働
く
司
祭
団
は
、
二
〇
一
七

年
二
月
二
七
日
（
月
）
～
二
八

日
（
火
）
司
祭
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
「
教
会
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
は
、
教
会

の
自
己
刷
新
の
取
り
組
み
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
主
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
か
ら
委
託
さ
れ

た
、
①
「
祈
る
使
命
」
（
祭
司

職
）
、
②
（
福
音
を
）
伝
え
る

使
命
（
預
言
職
）
、
③
（
隣
人

に
）
仕
え
る
使
命
（
王
職
）
を

よ
り
よ
く
果
た
し
て
い
く
た

め
、
一
年
毎
に
一
つ
ひ
と
つ
の

使
命
を
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
し

て
み
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
三
つ
の
使
命
に

は
深
い
結
び
付
き
が
あ
り
切
り

離
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

改
め
て
一
つ
ひ
と
つ
の
使
命
に

留
意
し
つ
つ
、
教
区
内
の
各
共

同
体
が
、
そ
の
使
命
を
よ
り
よ

く
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
個
人
と
し
て
の
、
ま

た
共
同
体
と
し
て
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
同
時
に
、
そ
の
た
め
に

は
、
種
々
の
事
情
の
た
め
教
会

か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
兄
弟
姉

妹
を
迎
え
る
取
り
組
み
（
配

慮
）
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

「
祈
る
使
命
」
を
振
り
返
る

　

わ
た
し
た
ち
は
、
ま
ず

二
〇
一
七
年
度
に
、
教
会
の

「
祈
る
使
命
」
（
祭
司
職
）
に

つ
い
て
振
り
返
り
、
必
要
な
刷

新
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
、
入

信
（
洗
礼
・
堅
信
・
聖
体
）
の

恵
み
に
よ
っ
て
わ
た
し
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
キ
リ
ス
ト
に
結
ば

れ
、
そ
し
て
、
今
も
す
べ
て
の

人
の
救
い
の
た
め
に
祈
り
続
け

て
お
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
の
使
命

に
あ
ず
か
っ
て
い
る
こ
と
を
心

に
留
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
絶
え
ず
秘
跡
の
恵
み

（
聖
体
、
ゆ
る
し
の
秘
跡
、
病

者
の
塗
油
）
に
近
づ
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
と
く
に
主
日
の
ミ

サ
は
、
キ
リ
ス
ト
と
共
に
祈
る

教
会
共
同
体
の
優
れ
た
祈
り
の

場
で
す
。
そ
し
て
ミ
サ
の
恵
み

に
支
え
ら
れ
て
、
日
々
の
生
活

の
中
で
誰
か
の
た
め
（
何
か
の

た
め
）
に
、
さ
ら
に
祈
り
続
け

る
個
人
的
な
習
慣
を
身
に
着
け

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で

す
。

よ
り
よ
く
使
命
を
果
た
す

体
制
づ
く
り

　

日
本
の
教
会
も
、
と
く
に
少

子
高
齢
化
と
い
う
社
会
の
深
刻

な
状
態
の
煽
り
を
受
け
て
、
あ

る
意
味
で
「
危
機
的
な
状
況
」

に
あ
り
ま
す
。
信
徒
の
高
齢
化

に
伴
い
、
教
会
の
諸
活
動
の
維

持
も
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
司
祭
・
修
道
者
の
召
命
も

減
少
し
、
青
年
層
の
教
会
離
れ

も
深
刻
で
す
。
こ
の
よ
う
な

種
々
の
困
難
な
状
況
の
中
で
、

主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
か
ら
委

託
さ
れ
た
①
「
祈
る
使
命
」

（
祭
司
職
）
、
②
（
福
音
を
）

伝
え
る
使
命
（
預
言
職
）
、
③

仕
え
る
使
命
（
王
職
）
を
よ
り

　

昨
年
の
五
月
か
ら
十
月
、

熊
本
で
カ
リ
タ
ス
の
支
援
セ

ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

働
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
熊
本

行
き
を
決
め
た
理
由
は
、
言

い
方
が
悪
い
か
も
し
れ
な

い
が｢

自
分
の
た
め｣

で
あ

る
。
東
日
本
大
震
災
の
時

は
、
仕
事
や
色
ん
な
言
い
訳

を
理
由
に
、
実
際
、
現
地
に

行
っ
て
お
手
伝
い
す
る
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
の
で
、

「
何
も
出
来
な
か
っ
た
」
と

い
う
思
い
を
抱
え
て
過
ご
し

て
き
た
。
そ
し
て
今
回
た
ま

た
ま
自
由
に
動
け
る
状
況
に

あ
っ
た
の
で
、
後
悔
し
な
い

た
め
に
思
い
切
っ
て
行
動
す

る
こ
と
に
し
た
。
も
ち
ろ
ん

不
安
は
か
な
り
あ
っ
た
。
目

の
前
の
出
来
る
こ
と
だ
け
を

し
よ
う
と
決
め
て
い
た
も
の

の
、
自
分
は
本
当
に
力
に
な

る
の
か
、
そ
も
そ
も
ど
ん
な

顔
で
被
災
地
に
行
け
ば
い
い

の
か
想
像
が
出
来
な
か
っ
た

か
ら
だ
。

　

し
か
し
実
際
に
活
動
し
て

み
る
と
、
被
災
し
た
家
の
片

づ
け
に
お
い
て
は
、
自
分
の

家
に
住
め
な
く
な
り
大
変
な

状
況
に
も
関
わ
ら
ず
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
の
た
め

に
色
々
と
差
し
入
れ
を
し
て

く
だ
さ
る
家
主
さ
ん
。
避
難

所
に
行
く
と
、
孫
が
遊
び
に

来
た
か
の
よ
う
に
笑
顔
で
迎

え
て
く
れ
る
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
同
級

生
み
た
い
に
接
し
て
く
れ
る

子
ど
も
た
ち
。
お
手
伝
い
を

し
に
行
っ
て
い
た
は
ず
が
、

逆
に
面
倒
を
み
て
く
れ
た

り
、
元
気
を
も
ら
っ
た
り
。

今
回
、
目
の
前
の
誰
か
の
た

め
に
す
る
行
い
が
、
そ
れ
と

同
じ
ぐ
ら
い
か
、
そ
れ
以
上

に
自
分
も
し
て
も
ら
っ
て
い

る
こ
と
、
沢
山
の
人
に
助
け

ら
れ
、
支
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
改
め
て
気
づ
き
、
人
と

人
と
の
関
係
は
こ
う
あ
る
べ

き
、
と
い
う
こ
と
が
少
し
見

え
た
気
が
し
た
。
正
直
、
こ

れ
か
ら
の
人
生
に
ど
う
活
か

せ
ら
れ
る
か
明
確
な
も
の

は
、
今
は
、
は
っ
き
り
と
言

葉
に
出
来
な
い
が
、
こ
の
貴

重
な
経
験
を
活
か
せ
る
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
も
行
動
し
て

い
き
た
い
と
思
う
。

（
呉
教
会　

楠
本
仰こ

う
じ司

）

「
じ
ゃ
け
え
の
う
」
と
は
広
島
弁
で

「
だ
か
ら
ね
！
」
と
い
う
意
味
。
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よ
く
果
た
し
て
い
く
体
制
を
整

え
る
た
め
、
広
島
教
区
で
は
、

近
隣
の
小
教
区
の
司
祭
・
修
道

者
・
信
徒
の
相
互
協
力
を
促
す

た
め
、
一
年
間
の
準
備
期
間
を

設
け
て
、
「
協
働
体
制
」
を
導

入
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

「
協
働
体
制
」
の

導
入
と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

し
ば
し
ば
複
数
の
小
教
区
の

集
合
体
が
「
ブ
ロ
ッ
ク
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
広
島
教
区
内

で
も
、
意
図
的
に
、
あ
る
い
は

自
然
な
流
れ
で
「
ブ
ロ
ッ
ク
化

の
動
き
」
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
司
祭
・
修
道
者
の
召

命
の
減
少
と
、
信
徒
の
減
少
と

い
う
要
因
に
よ
る
も
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
少
数
で
は
あ
っ

て
も
司
祭
・
修
道
者
・
信
徒
が

互
い
に
協
力
し
助
け
合
い
な
が

ら
、
よ
り
よ
く
そ
の
使
命
を
果

た
し
て
い
く
教
会
の
新
し
い
体

制
づ
く
り
は
、
必
要
で
す
。
わ

た
し
た
ち
は
、
復
活
さ
れ
た
主

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
聖
霊

が
、
教
会
に
現
存
し
て
働
い
て

く
だ
さ
る
こ
と
に
信
頼
し
な
が

ら
、
今
、
自
分
た
ち
に
で
き
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
に
取
り
組
む
た
め

「
協
働
体
制
」
を
導
入
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
（
意
図
的
で
あ
れ

自
然
な
流
れ
で
あ
れ
）
、
広
島

教
区
で
み
ら
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク
化

の
動
き
」
を
教
会
法
的
に
も
問

題
が
生
じ
な
い
よ
う
に
調
整

し
、
四
一
の
小
教
区
、
六
つ
の

巡
回
、
二
つ
の
集
会
所
を
、
暫

定
的
に
一
二
の
グ
ル
ー
プ
に
ま

と
め
て
、
そ
れ
を
「
協
働
体
」

と
呼
ぶ
こ
と
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
し
ば
し
ば
用

い
ら
れ
て
い
る
「
ブ
ロ
ッ
ク
」

は
、
主
に
地
理
的
範
囲
（
単

位
）
を
意
味
し
、
同
時
に
閉
鎖

的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
感
じ
ら
れ

る
言
葉
で
す
。
そ
の
た
め
、
広

島
教
区
に
お
い
て
は
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
の
三
つ
の
精
神
（
平

和
、
き
ょ
う
ど
う
、
養
成
）
の

「
き
ょ
う
ど
う
」
と
い
う
言
葉

に
因
ん
で
、
「
信
徒
・
修
道

者
・
司
祭
が
相
互
に
協
力
し
助

け
合
い
な
が
ら
、
と
も
に
責
任

を
も
っ
て
働
く
共
同
体
（
神
の

家
族
）
」
で
あ
る
と
い
う
意
味

を
込
め
て
、
「
ブ
ロ
ッ
ク
」
で

は
な
く
「
協
働
体
」
と
い
う
名

称
を
用
い
て
、
そ
の
「
協
働

（
き
ょ
う
ど
う
）
の
あ
り
方
」

を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
準

備
の
一
年
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
は
今
年
度
か
ら
、
そ

の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
司
祭
同

志
の
緩
や
か
な
相
互
協
力
か
ら

始
め
、
修
道
者
・
信
徒
に
も
よ

く
説
明
し
、
話
し
合
う
場
を
設

け
な
が
ら
、
徐
々
に
よ
り
よ
い

「
協
働
」
の
あ
り
方
を
確
立
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

暫
定
的
な
一
二
の
グ
ル
ー
プ

は
、
さ
ら
に
大
き
な
ま
と
ま
り

と
し
て
、
三
つ
の
（
岡
山
・
鳥

取
／
広
島
／
山
口
・
島
根
）
地

区
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
こ
の

「
協
働
体
制
」
は
、
三
つ
の
地

区
内
の
廃
止
で
は
な
く
、
さ
ら

に
小
さ
な
区
分
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
こ
の
三
つ
の
地
区
は
、
こ

れ
ま
で
通
り
の
役
割
を
担
っ
て

行
き
ま
す
。

フ
ァ
テ
ィ
マ
で
の

聖
母
出
現
の

百
周
年
に
あ
た
っ
て

　

聖
母
マ
リ
ア
は
教
会
の
誕
生

の
時
か
ら
地
上
を
旅
す
る
教
会

を
見
守
り
、
祈
り
続
け
て
お
ら

れ
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
、
今
年

は
、
聖
母
マ
リ
ア
が
ポ
ル
ト
ガ

ル
の
フ
ァ
テ
ィ
マ
で
三
人
の
牧

童
に
出
現
さ
れ
て
か
ら
百
周
年

に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
創
立
百

周
年
に
向
け
て
、
「
教
会
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
三
年
間
に
入

る
広
島
教
区
の
歩
み
の
上
に
、

教
会
の
母
で
あ
る
聖
母
マ
リ
ア

の
取
り
次
ぎ
を
願
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

広
島
教
区
司
祭
大
会

服
部
大
介
神
父

 

二
月
二
十
七
日
（
月
）
～

二
十
八
日
（
火
）
、
広
島
カ
ト

リ
ッ
ク
会
館
と
マ
リ
ア
ホ
ー
ル

を
主
会
場
と
し
て
、
広
島
教
区

司
祭
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

右
記
の
司
教
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
あ

る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
の
テ
ー

マ
「
教
会
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

の
た
め
に
、
ま
ず
は
司
祭
団
に

対
し
て
「
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
向
け
て
準
備
す
る
」
と
い
う

内
容
で
、
司
教
自
身
の
思
い
を

語
ら
れ
、
い
く
つ
か
の
提
案
を

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
広
島
教
区

の
主
に
小
教
区
で
働
い
て
い
る

司
祭
は
五
十
数
名
で
す
が
、
そ

の
う
ち
の
四
十
五
名
の
司
祭
・

助
祭
が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、

司
教
の
思
い
を
受
け
取
り
、
提

案
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見

を
語
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
「
協
働
体
制
」
へ

の
導
入
と
い
う
こ
と
に
対
し
て

も
、
ま
ず
は
緩
や
か
な
つ
な
が

り
を
作
り
、
ど
の
よ
う
な
協
力

が
で
き
る
の
か
な
ど
を
分
か
ち

合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
司
教
の
司
牧
視
察

（
公
式
訪
問
）
に
関
す
る
指
針

も
出
さ
れ
、
公
式
訪
問
時
に
は

こ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
具

体
的
な
提
案
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
各
小
教
区
で
公

式
訪
問
が
行
わ
れ
る
と
思
い
ま

す
が
、
こ
の
取
り
決
め
に
沿
っ

て
準
備
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

幟
町
教
会
の
マ
リ
ア
ホ
ー
ル
で

白
浜
司
教
の
話
を
聞
く
司
祭
団
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広
島
教
区　

司
祭
人
事
異
動

　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
任
地 

←
前
任
地
）

＊
異
動
時
期
は
い
ず
れ
も
復
活

祭
明
け
か
ら

《
イ
エ
ズ
ス
会
》

ア
ル
バ
レ
ス
神
父

　

教
区
外
へ
←
三
次

中
村
健
三
神
父

　

観
音
町
在
・
三
篠
主
任

←
広
島
市
内
チ
ー
ム

清
水
弘
神
父

　

益
田
・
浜
田
主
任←

宇
部
協
力

西
山
和
男
神
父

　

宇
部
協
力
←
浜
田
主
任

山
根
敏
身
神
父

　

津
和
野
主
任

←
津
和
野
・
益
田
主
任

中
井
淳
神
父

　

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長

←
教
区
外

小
崎
次
郎
神
父

　

み
こ
こ
ろ
の
家

←
防
府
教
会
主
任

《
淳
心
会
》

ウ
イ
ル
神
父

　

教
区
外
へ

←
岡
山
・
岡
山
南
助
任

《
ミ
ラ
ノ
宣
教
会
関
係
》

ア
ル
ナ
ル
ド
神
父

　

福
山
・
尾
道
主
任←

三
原
主
任

《
釜
山
教
区
司
祭
》

金キ
ム

起キ
ヨ
ン瑩

神
父

　

釜
山
教
区
へ
←
呉
主
任

金キ
ム 

楹ヨ
ン
ス洙

神
父

　

三
次
・
向
原
主
任

←
倉
敷
地
域
共
同
宣
教
チ
ー
ム

金キ
ム 

洪ホ
ン
ソ
ク錫
神
父

　

倉
敷
・
玉
島
・
水
島
助
任

←
釜
山
教
区
か
ら

《
教
区
司
祭
》

深
堀
升
治
神
父

　

呉
主
任
←
松
江
・
出
雲
主
任

豊
田
尚
臣
神
父

　

司
教
館
付←

広
島
市
内
チ
ー
ム

斎
藤
眞
二
神
父

　

司
教
館
付
←
観
音
町
主
任

肥
塚
侾
司
神
父

　

光
・
柳
井
主
任

←
広
島
市
内
チ
ー
ム

澤
野
耕
司
神
父

　

さ
い
た
ま
教
区
へ
移
籍

←
さ
い
た
ま
教
区
出
向

瀧
井
英
昭
神
父

　

岡
山
・
岡
山
南
主
任

←
福
山
主
任

後
藤
正
史
神
父

　

松
江
・
出
雲
主
任

←
光
・
柳
井
主
任

山
口
道
晴
神
父

　

笠
岡
主
任
・
玉
島
協
力

←
笠
岡
主
任

野
中
泉
神
父

　

観
音
町
主
任

←
倉
敷
地
域
共
同
宣
教
チ
ー
ム

西
江
和
司
神
父

　

三
原
主
任

←
岡
山
・
岡
山
南
主
任

服
部
大
介
神
父

幟
町
助
任
・
教
区
本
部
事

務
局
長
・
教
区
会
計

←
尾
道
主
任
・
教
区
本
部

事
務
局
長

猪
口
大
記
神
父

　

宇
部
・
高
千
帆
・
北
若
山
助
任

←
ロ
ー
マ
留
学

福
田
誠
二
神
父

　

岩
国
主
任←

広
島
市
内
チ
ー
ム

大
西
勇
史
助
祭

広
島
教
区
移
籍　

幟
町
・

東
広
島
協
力

←
東
京
教
区

2017年度予備神学校
日程：①6月17・18日
	 ②9月17・18日
	 ③11月25・26日	
	 ④2018年2月24・25日
対象：小5・小6・中高校生の男女
場所：世界平和記念聖堂
参加希望者は、各小教区の主任司祭にお問合
せください。
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二
〇
一
七
年　

司
祭
・
修
道
者
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
金
・
銀
祝

◆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
祝
六
十
周
年
◆

《
イ
エ
ズ
ス
会
》
三
次
教
会

　

Fr.
ア
ル
バ
レ
ス
・
ア
ル
ベ
ル
ト
一
九
五
七
年　

三
月
二
十
四
日　

叙
階

《
カ
ル
メ
ル
修
道
会
》
教
会
の
母
マ
リ
ア
修
道
院 

　

Sr.
長　

康
子　

一
九
五
七
年　

六
月
九
日　

初
誓
願

《
援
助
修
道
会
》 

お
お
ず
共
同
体

　

Sr.
天
野
洋
子　

一
九
五
七
年　

六
月
二
十
一
日　

初
誓
願

◆
金
祝
六
十
周
年
◆

《
福
音
の
光
修
道
会
》
広
島
修
道
院

　

Sr.
梶
岡
初
枝　

一
九
六
七
年　

四
月
五
日　

初
誓
願

《
ナ
ミ
ュ
ー
ル･

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
修
道
女
会
》
倉
敷
修
道
院

　

Sr.
前
川
り
り　

一
九
六
七
年　

四
月
十
六
日　

入
会

　

Sr.
三
宅
聖
子　

一
九
六
七
年　

四
月
十
六
日　

入
会

《
ナ
ミ
ュ
ー
ル･

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
修
道
女
会
》
広
島
修
道
院

　

Sr.
宮
崎
侒
子　

一
九
六
七
年　

十
月
十
日　

入
会

◆
銀
祝
二
十
五
周
年
◆

《
イ
エ
ズ
ス
会
》
萩
教
会

　

Fr.
恩
地
誠　

一
九
九
二
年　

十
一
月
二
十
八
日　

叙
階

《
イ
エ
ズ
ス
会
》
長
束
修
道
院

　

Fr.
バ
リ
カ
マ
カ
ル
・
ア
レ
ッ
ク
ス　

一
九
九
二
年　

八
月
八
日　

叙
階

第
十
二
回
予
備
神
学
校

　

第
十
二
回
予
備
神
学
校
が
幟

町
教
会
ラ
サ
ー
ル
会
館
に
て
開

催
さ
れ
た
。
後
藤
神
父
、
金
キ

ヨ
ン
神
父
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
神

父
参
加
の
も
と
、
初
日
は
地
下

聖
堂
に
て
テ
ゼ
の
祈
り
か
ら

始
ま
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
実
践
教
理
、
神
父
様
の
お

話
、
二
日
目
は
分
か
ち
合
い
、

1981

平
和
ア
ピ
ー
ル
ミ
サ
に

て
白
浜
司
教
の
講
話
に
耳
を
傾

け
た
。

　

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
神
父
か
ら
は

「
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
の
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
現
状
に
つ
い
て

」
の
お
話
。
人
口
の
八
十
％
が

キ
リ
ス
ト
教
徒
、
そ
の
う
ち
の

五
十
％
が
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る

事
や
、
政
情
不
安
の
た
め
教
会

が
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
現
状

、
青
少
年
の
活
動
が
と
て
も
盛

ん
な
事
、
ま
た
現
地
で
の
ミ
サ

の
映
像
を
見
せ
て
く
だ
さ
り
、

踊
り
を
多
く
用
い
て
い
る
様
子

に
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
楽
し
そ

う
と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。

　

第
一
回
か
ら
予
備
神
学
校
で

は
実
践
教
理
教
育
と
呼
ば
れ

る
方
法
が
行
わ
れ
て
い
る
。

「
感
覚
に
中
心
を
置
い
た
総
体

的
な
教
理
教
育
」
と
も
呼
ば

れ
、
布
、
石
、
土
、
種
、
木
の

枝
な
ど
の
自

然
の
素
材
や

珠
、
紐
な
ど

感
覚
で
捉
え

ら
れ
る
材
料

を
使
っ
て
床

絵
な
ど
創
意

工
夫
し
た
表

現
を
行
い
、

共
同
体
と
共

に
分
か
ち
合

い
な
が
ら
、

特
に
身
体
言

語
及
び
感
覚

を
通
し
て
内

面
化
に
至
り

共
同
体
の
中
で
自
分
を
発
見
す

る
事
を
助
け
る
教
理
教
育
で
あ

る
。
一
九
七
〇
年
代
ド
イ
ツ

で
、
共
同
創
始
者
の
一
人
で
あ

る
フ
ラ
ン
ツ
・
ケ
ッ
ト
氏
に
よ

り
、
一
九
九
三
年
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
教
育
修
道
女
会
を
通
じ
て
韓

国
に
紹
介
さ
れ
、
姉
妹
教
区
プ

サ
ン
教
区
か
ら
の
派
遣
司
祭
た

ち
に
よ
っ
て
私
た
ち
広
島
教
区

に
伝
え
ら
れ
た
。
予
備
神
学
校

開
校
前
に
は
、
韓
国
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
修
道
会
の
Sr.
ア
ニ
マ
、
Sr.

オ
ソ
ン
に
よ
る
研
修
会
も
開
か

れ
た
。
対
象
は
修
道
者
の
み
な

ら
ず
、
初
聖
体
の
子
ど
も
、
教

会
学
校
、
堅
信
志
願
者
、
成
人

の
黙
想
会
な
ど
様
々
な
グ
ル
ー

プ
で
活
用
で
き
る
内
容
と
な
っ

て
い
る
。
今
回
の
予
備
神
学
校

で
は
「
エ
ル
サ
レ
ム
入
城
と
十

字
架
の
道
行
」
を
題
材
に
行
わ

れ
た
。

　

予
備
神
学
校
の
雰
囲
気
は
回

を
重
ね
る
ご
と
に
成
熟
し
て
い

る
印
象
が
あ
る
。
自
由
時
間
に

は
勉
強
す
る
子
、
お
話
を
す
る

子
、
遊
ぶ
子
な
ど
、
各
々
が
互

い
を
思
い
や
り
つ
つ
も
、
個
人

が
自
ら
考
え
行
動
を
し
、
ま
た

そ
の
よ
う
な
他
人
も
認
め
る
空

間
が
自
然
に
出
来
て
い
る
の

だ
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

垣
間
見
る
事
が
で
き
、
大
人
ス

タ
ッ
フ
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び

と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
今
回
は
金
起キ

ヨ
ン瑩
神
父

が
韓
国
に
帰
国
さ
れ
る
た
め
、

特
別
な
回
と
な
っ
た
。
最
後
の

挨
拶
の
中
で
、
自
身
も
韓
国
で

予
備
神
学
生
と
し
て
、
授
業
を

受
け
て
き
た
、
こ
れ
が
な
か
っ

た
ら
司
祭
に
な
っ
て
い
な
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
、
予
備
神
学

校
が
召
命
の
良
い
畑
場
と
な
る

事
を
信
じ
て
い
ま
す
と
力
強
く

話
し
て
下
さ
っ
た
。

　

金
神
父
に
は
十
三
年
も
の
間

広
島
教
区
の
た
め
に
ご
尽
力
く

だ
さ
り
、
い
く
ら
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
て
も
足
り
な
い
く
ら

い
で
あ
る
。
日
本
の
召
命
に
対

し
て
本
気
で
取
り
組
ん
で
下

さ
っ
た
金
神
父
の
熱
情
を
信
徒

は
決
し
て
忘
れ
な
い
で
あ
ろ

う
。（

翠
町
教
会　

伊
藤
正
広
）

予備神学校の参加者　聖母幼稚園ホールで
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ロ
イ
新
司
祭
に
つ
い
て

白
浜
満
司
教

　

わ
た
し
が
広
島
教
区
に
着
任

す
る
前
に
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク

神
学
院
で
、
ロ
イ
神
学
生
（
新

司
祭
）
と
一
緒
に
生
活
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ロ
イ
新
司

祭
は
、
熱
心
な
信
仰
の
持
ち
主

で
ま
じ
め
な
方
で
す
。
同
時

に
、
笑
顔
で
明
る
い
性
格
で
あ

り
、
サ
ッ
カ
ー
や
畑
仕
事
を
趣

味
と
し
て
い
ま
す
。
料
理
の
腕

も
な
か
な
か
で
す
。

　

少
々
の
困
難
に
も
め
げ
な
い

タ
イ
プ
で
す
が
、
少
し
寂
し
が

り
屋
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
て

も
深
み
の
あ
る
人
間
性
の
持
ち

主
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
じ
っ
く

り
と
、
ロ
イ
新
司
祭
を
味
わ
っ

て
く
だ
さ
い
。
広
島
教
区
に
与

え
て
く
だ
さ
っ
た
神
に
感
謝
！

努
力
家
「
ロ
イ
」
、

　
　
今
が
、
出
発
の
時
、

荻
喜
代
治
神
父

　

外
国
人
の
神
学
生
は
、
来
日

し
て
二
年
間
、
日
本
語
の
勉
強

を
し
、
ロ
イ
神
父
の
時
代
は
日

本
語
二
級
の
取
得
が
必
要
で
し

た
。
二
年
目
も
、
三
年
目
も
、

あ
と
数
点
不
足
で
不
合
格
で
し

た
。
「
も
う
無
理
だ
か
ら
、
帰

国
し
ま
す
」
と
、
強
い
決
意
を

伝
え
て
来
ま
し
た
。
「
数
点

だ
け
の
不
足
だ
か
ら
、
あ
と

一
回
だ
け
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ

し
い
」
と
伝
え
、
や
っ
と
の
思

い
で
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
南
山
大
学
で
も

日
本
語
、
日
本
文
化
を
学
び
、

最
終
的
に
は
神
学
校
内
・
認
定

試
験
で
、
二
級
程
度
と
認
め
ら

れ
、
入
学
が
許
可
さ
れ
ま
し

た
。
入
学
ま
で
の
長
い
忍
耐
の

時
で
し
た
。

　

彼
は
、
い
つ
も
こ
の
様
に
蔭

な
が
ら
、
コ
ツ
コ
ツ
と
努
力
を

し
、
哲
学
、
神
学
を
学
び
な
が

ら
、
日
本
語
能
力
試
験
一
級
も

取
得
し
ま
し
た
。

　

二
〇
一
七
年
、
三
月
二
十

日
、
広
島
教
区
司
祭
に
叙
階
さ

れ
ま
し
た
。
「
今
が
、
出
発
の

時
」
「
今
か
ら
が
大
切
な
時
」

で
す
。

　

永
い
司
祭
生
活
の
中
に
は
色

ん
な
こ
と
が
待
っ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
も
、
誰
に
対
し
て
も
謙

虚
に
接
し
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト

の
司
祭
職
を
最
後
ま
で
生
き
て

く
だ
さ
い
。

ロ
イ
神
父
に
期
待
す
る

後
藤
正
史
神
父

　

ロ
イ
神
父
と
言
え
ば
、
ま
ず

笑
顔
に
包
ま
れ
て
い
る
姿
を
思

い
浮
か
べ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
、
ま
さ
に
福
音
、
喜
び
の
知

ら
せ
を
人
々
に
伝
え
る
に
ふ
さ

わ
し
い
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
な
が

ペ
ト
ロ　

ホ
ア
ン
・
ド
ゥ
ク
・
ロ
イ
神
父

司 

祭 

叙 

階 

式

　
三
月
二
十
日
（
月
・
祝
）
聖
ヨ
セ
フ
の
祝
日
、
十
三
時
か
ら
岡
山
教

会
で
、
ペ
ト
ロ
　
ホ
ア
ン
・
ド
ゥ
ク
・
ロ
イ
助
祭
の
司
祭
叙
階
式
（
広

島
教
区
・
ベ
ト
ナ
ム
出
身
）
が
行
わ
れ
た
。
広
島
教
区
で
の
ベ
ト
ナ
ム

出
身
者
の
司
祭
叙
階
は
、
二
〇
一
三
年
叙
階
の
ト
ゥ
ア
ン
神
父
（
玉
野

教
会
主
任
）
に
続
き
二
人
目
と
な
る
。
叙
階
式
は
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
ロ

イ
新
司
祭
の
出
身
教
会
で
あ
る
ヴ
ィ
ン
ワ
教
会
の
主
任
司
祭
、
新
司
祭

の
家
族
親
族
、
ま
た
多
く
の
、
司
祭
、
修
道
者
、
信
徒
な
ど
六
百
名
が

参
列
し
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
主
司
式
は
、
白
浜
司
教
。
約
五
十
名
の
司

祭
団
と
共
に
ミ
サ
が
捧
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
白
浜
司
教
よ
り
初
め
て
の

赴
任
教
会
は
岡
山
教
会
と
な
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。

叙階式で、喜びを分かち合う
ロイ新司祭と白浜司教

共に祈りを捧げる、
お母様とロイ新司祭

岡山教会聖堂内　叙階式参列者全員での集合写真
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ら
、
司
祭
の
道
を
歩
ん
で
い
か

れ
る
こ
と
を
共
に
喜
び
お
祝
い

し
ま
す
。
神
学
生
時
代
の
ロ

イ
神
父
と
の
交
わ
り
に
お
い

て
、
い
ち
ば
ん
魅
か
れ
た
の
は

純
粋
か
つ
誠
実
さ
と
い
う
点
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
は
、
い

ろ
い
ろ
な
人
が
お
り
、
様
々
な

出
来
事
が
あ
る
世
界
で
す
が
、

自
分
自
身
の
持
ち
味
を
失
う
こ

と
な
く
、
保
っ
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
念
願
し
ま
す
。
あ
る
哲
学

者
が
言
い
ま
す
、
「
現
代
社
会

は
人
間
が
死
滅
し
つ
つ
あ
る
世

界
」
だ
と
。
い
ち
だ
ん
と
深
刻

な
葛
藤
、
分
断
の
状
況
に
追
い

込
ま
れ
て
い
る
こ
の
社
会
、
こ

の
世
界
。
そ
の
よ
う
な
「
今
こ

こ
に
」
主
キ
リ
ス
ト
か
ら
呼
び

出
さ
れ
、
派
遣
さ
れ
て
ゆ
く
ロ

イ
神
父
が
教
会
共
同
体
の
牧
者

と
し
て
、
信
者
と
共
に
、
世
を

照
ら
す
主
の
光
を
多
く
の
人
々

に
誠
実
に
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し

い
。
わ
た
し
た
ち
広
島
教
区
に

共
に
働
く
司
祭
を
お
与
え
く
だ

さ
っ
た
神
様
、
あ
り
が
と
う
。

ロ
イ
神
父
様 

司
祭
叙
階

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

岡
山
教
会
　
原
田
尚
子

　

岡
山
教
会
の
皆
さ
ん
か
ら
す

る
と
、
も
っ
と
親
し
み
を
込
め

て
「
ロ
イ
さ
ん
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！
」
と
申
し
あ
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ロ
イ
さ
ん
が
「
私
が
司
祭

に
叙
階
さ
れ
る
ま
で
お
元
気

で
い
て
く
だ
さ
い
。
」
と
願
っ

て
い
た
早
副
神
父
様
を
は
じ
め

帰
天
さ
れ
た
神
父
様
方
、
三
末

司
教
様
も
き
っ
と
天
国
で
喜
ん

で
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

私
と
ロ
イ
さ
ん
と
の
関
わ
り

は
十
年
前
の
二
〇
〇
七
年
か
ら

で
す
。
ロ
イ
さ
ん
は
神
学
生
候

補
者
と
し
て
来
日
さ
れ
岡
山
教

会
で
生
活
を
始
め
ら
れ
ま
し

た
。
当
初
は
全
く
日
本
語
が
話

せ
な
い
の
と
、
私
も
事
務
所
に

勤
務
し
て
一
年
目
。
ど
の
よ
う

に
接
し
た
ら
良
い
か
戸
惑
っ
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
日
本
語

の
習
得
、
生
活
習
慣
の
違
う
日

本
で
の
神
父
様
方
と
の
共
同
生

活
…
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
言
葉
に
す
る
と

限
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

そ
の
後
、
神
学
校
に
進
ま
れ
て

か
ら
は
、
休
暇
で
岡
山
に
戻
っ

て
来
る
度
に
自
信
を
つ
け
神
学

生
と
し
て
司
祭
へ
の
道
を
歩
ん

で
お
ら
れ
る
姿
は
頼
も
し
く
も

あ
り
、
い
つ
も
何
事
に
も
め
げ

ず
、
謙
虚
な
姿
勢
で
懸
命
に
取

り
組
ん
で
い
る
姿
は
私
に
と
っ

て
も
大
変
励
み
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
こ
数
年
、
ベ
ト
ナ
ム

人
の
信
者
の
皆
さ
ん
の
パ

ワ
ー
は
素
晴
ら
し
く
岡
山

教
会
の
信
者
さ
ん
た
ち
も

圧
倒
さ
れ
る
程
で
す
。
こ

の
度
の
司
祭
叙
階
式
も
彼

ら
の
助
け
が
な
け
れ
ば
成

功
し
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

よ
う
や
く
こ
こ
ま
で
来

ま
し
た
。
新
た
な
司
祭
と

し
て
の
ス
タ
ー
ト
に
、
時
に
は

息
子
の
よ
う
に
、
友
人
、
兄
弟

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た
岡
山

教
会
の
信
者
の
皆
さ
ん
と
共
に

応
援
の
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

神
様
の
よ
き
働
き
手
と
し
て
こ

れ
か
ら
の
ロ
イ
神
父
様
の
ご
活

躍
を
心
か
ら
お
祈
り
し
て
お
り

ま
す
。

上、叙階の儀の様子　床に伏すロイ新司祭
下、司教の按手を受けるロイ新司祭

ベトナムから叙階式に参列された
お母様、親族に祝福を与えるロイ神父

岡山教会聖堂内　叙階式参列者全員での集合写真
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司
教
座
聖
堂
「
世
界
平
和
記

念
聖
堂
」
の
耐
震
補
修
工
事

は
、
第
一
期
工
事
（
二
〇
一
六

年
度
事
業
）
が
予
定
通
り
完
了

し
た
。
引
き
続
き
四
月
よ
り
第

二
期
工
事
が
始
ま
る
。

　

第
一
期
工
事
で
は
、
鍾
塔
の

地
盤
改
良
工
事
、
聖
堂
の
聖
歌

隊
席
に
昇
る
階
段
室
の
耐
震
補

強
工
事
、
聖
堂
内
の
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
の
取
り
外
し
工
事
が
行

わ
れ
た
。
鍾
塔
の
地
盤
改
良
工

事
は
、
直
径
二
・
五
メ
ー
ト
ル

深
さ
十
メ
ー
ト
ル
と
直
径
四

メ
ー
ト
ル
深
さ
二
十
五
メ
ー
ト

ル
の
杭
を
鍾
塔
の
周
り
に
計

二
十
七
本
打
設
し
、
四
十
五

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
鍾
塔
が
大

規
模
地
震
の
際
に
傾
か
な
い
よ

う
に
基
礎
を
補
強
し
た
。
多
く

の
杭
は
、
大
型
の
ク
レ
ー
ン
や

掘
削
重
機
を
使
っ
て
屋
外
で
施

工
さ
れ
た
が
、
鍾
塔
一
階
の
小

聖
堂
と
大
聖
堂
を
連
絡
す
る
通

路
で
は
、
特
殊
な
小
型
の
掘
削

機
材
を
使
っ
て
、
直
径
二
・
五

メ
ー
ト
ル
深
さ
十
メ
ー
ト
ル
の

杭
を
二
本
打
設
し
た
。
狭
い
室

内
で
の
難
し
い
作
業
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
こ
の
通
路
の
タ
イ

ル
張
り
の
床
は
、
杭
工
事
に
必

要
な
範
囲
で
タ
イ
ル
を
一
枚
ず

つ
慎
重
に
剥
ぎ
取
り
、
杭
工
事

の
後
に
復
元
し
た
。
文
化
財
保

存
事
業
な
ら
で
は
の
手
間
の
か

か
る
工
事
で
あ
っ
た
。

　

同
様
に
、
階
段
室
の
耐
震
補

強
に
お
い
て
も
文
化
財
な
ら
で

は
の
保
存
修
理
の
困
難
さ
が
見

ら
れ
た
。
こ
の
階
段
室
は
楕
円

形
の
回
り
階
段
で
、
階
段
に

沿
っ
て
壁
が
カ
ー
ブ
し
て
い

る
。
耐
震
工
事
で
は
、
こ
の

カ
ー
ブ
し
た
壁
の
裏
に
あ
る
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
柱
や
壁
を

補
強
す
る
。
こ
の
た
め
カ
ー
ブ

し
た
壁
を
一
旦
除
去
す
る
必
要

が
あ
る
。
文
化
財
の
保
存
修
理

と
い
う
観
点
か
ら
、
壁
を
単
純

に
破
壊
、
除
却
す
る
こ
と
が
許

さ
れ
な
い
た
め
、
カ
ー
ブ
し
た

壁
の
モ
ル
タ
ル
仕
上
げ
を
剥
ぎ

取
り
、
壁
の
下
地
を
確
認
し
な

が
ら
の
作
業
と
な
っ
た
。
こ
の

結
果
、
壁
の
下
地
は
レ
ン
ガ
積

み
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
こ

れ
を
保
存
す
る
必
要
が
出
て
き

た
。
レ
ン
ガ
積
み
の
壁
を
適
当

な
大
き
さ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
切
断

し
て
搬
出
し
、
柱
や
壁
の
補
強

工
事
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
解

体
し
た
レ
ン
ガ
ブ
ロ
ッ
ク
を
元

の
場
所
に
復
元
す
る
と
い
う
手

間
の
掛
る
工
事
と
な
っ
た
。
工

事
が
終
わ
れ
ば
廻
り
階
段
の

カ
ー
ブ
し
た
壁
の
奥
は
隠
さ
れ

て
し
ま
う
の
だ
が
、
建
設
当
時

の
施
工
技
術
や
仕
様
な
ど
を
知

る
こ
と
も
文
化
財
保
存
事
業
の

目
的
と
の
こ
と
で
、
や
む
を
得

な
い
作
業
で
あ
っ
た
。

　

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
改
修
工

事
は
、
鋼
製
サ
ッ
シ
か
ら
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
を
取
り
外
し
、
埼

玉
県
に
あ
る
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

工
房
に
搬
出
し
た
。
天
井
近
く

の
高
窓
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を

取
り
外
す
た
め
、
聖
堂
内
に
仮

設
足
場
を
設
け
て
の
作
業
と

な
っ
た
。
聖
堂
内
の
信
者
席
、

聖
歌
隊
席
の
配
置
が
大
幅
に
変

更
さ
れ
、
主
日
の
ミ
サ
な
ど
で

皆
様
に
ご
不
便
を
お
掛
け
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

四
月
か
ら
の
第
二
期
工
事

（
二
〇
一
七
年
度
事
業
）
で

は
、
聖
堂
の
脇
玄
関
と
鍾
塔
上

階
の
耐
震
補
強
工
事
、
外
壁
の

補
修
工
事
と
大
屋
根
の
葺
き
替

え
工
事
を
引
き
続
き
行
う
。
す

で
に
文
化
庁
か
ら
予
算
が
内
示

さ
れ
、
当
初
計
画
の
と
お
り
、

事
業
が
進
め
ら
れ
る
予
定
で
あ

る
。
引
き
続
き
、
ご
理
解
、
ご

支
援
、
特
に
募
金
活
動
へ
の
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
広
島
市
現
代
美
術
館

で
は
、
世
界
平
和
記
念
聖
堂
を

起
点
と
す
る
「
村
野
藤
吾
展
」

が
五
月
中
旬
か
ら
開
催
さ
れ
る

予
定
。
多
く
の
人
が
展
覧
会
を

見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
記
念
聖

堂
へ
の
理
解
が
広
ま
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
周
り

に
お
ら
れ
る
方
々
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
広
島
市
か
ら
詳
細

が
発
表
さ
れ
次
第
、
皆
様
に
ご

案
内
し
ま
す
。

（
世
界
平
和
記
念
聖
堂
・
保
存

活
用
委
員
会
）

重
要
文
化
財　

世
界
平
和
記
念
聖
堂

記
念
聖
堂
の
地
盤
改
良
工
事
が
完
了

世界平和記念聖堂募金 
郵便振替口座

口  座  名：カトリック広島司教区

口座番号：01320-3-109791

＊通信欄に「聖堂保存献金」と
記入してください。

地盤改良工事の様子

ステンドグラスを取り外すための足場の様子

ステンドグラスの取り外し
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日
本
で
の
私
の
二
十
四
年
間
の
宣

教
活
動
の
中
で
、
十
四
年
間
は
島
根

県
で
の
活
動
で
し
た
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ス
ク
ー
ル
に
派
遣
さ
れ
、
一
九
九
五

年
に
松
徳
学
院
で
中
学
生
や
高
校
生

に
英
語
を
教
え
る
よ
う
要
請
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
月
に
一
度
、
米
子
教

会
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
移
住
者
と
と
も

に
活
動
す
る
よ
う
頼
ま
れ
ま
し
た
。

五
年
間
、
約
二
十
五
名
の
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
の
母
親
に
、
霊
的
養
成
、
信
仰

教
育
を
行
い
、
彼
女
ら
の
子
ど
も
た

ち
が
秘
跡
を
受
け
る
た
め
の
準
備
も

行
い
ま
し
た
。
主
任
司
祭
の
野
嵜
神

父
様
の
助
け
も
あ
り
、
日
本
人
と

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
共
同
体
が
ど
の
よ

う
に
し
て
、
ゆ
っ
く
り
と
、
お
互
い

に
「
よ
り
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
」
そ
し

て
「
よ
り
親
し
く
」
な
っ
て
い
っ
た

か
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

　

日
本
人
の
教
区
の
皆
さ
ん
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
六
月
の
「
フ
ィ
エ

ス
タ
」
（
祭
り
）
、
五
月
の
「
サ

ン
タ
ク
ル
ー
ザ
ン
」
（
マ
リ
ア
様
の

行
列
）
に
参
加
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
を

祝
う
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
や
り
方
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
二
〇
〇
二
年
に

は
、
肥
塚
神
父
様
、
そ
し
て
後
に

は
、
原
田
神
父
様
と
、
松
江
の
移
住

者
と
活
動
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
、
そ

れ
は
私
が
二
〇
〇
四
年
に
群
馬
県
に

派
遣
さ
れ
る
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
七
年
後
で
す
が
、
私
が

松
江
に
帰
っ
て
来
て
、
再
び
松
徳
学

院
で
英
語
を
教
え
る
こ
と
に
な
り
、

週
末
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
移
住
者
と

活
動
し
ま
し
た
。
出
雲
教
会
で
高
橋

神
父
様
、
そ
の
後
、
キ
ム
神
父
様
と

と
も
に
、
Sr.
ロ
サ
リ
オ
の
活
動
を
引

き
継
ぎ
ま
し
た
。
Sr.
カ
ル
メ
ン
が

二
〇
一
五
年
に
常
総
で
の
仕
事
に
任

命
さ
れ
た
と
き
、
深
堀
神
父
様
と
と

も
に
松
江
教
会
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の

お
世
話
を
し
ま
し
た
。
去
年
、
リ
カ

ル
ド
神
父
様
と
一
緒
に
、
米
子
、
松

江
、
出
雲
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
グ
ル
ー

プ
を
ま
と
め
て
、
共
同
の
活
動
と
信

仰
の
養
成
を
し
ま
し
た
。

　

振
り
返
る
と
、
こ
の
十
四
年
間
は

恵
み
の
期
間
で
あ
り
、
ま
た
、
私
に

日
本
で
の
宣
教
者
と
し
て
成
長
す
る

豊
か
な
機
会
を
与
え
た
期
間
で
あ
り

ま
し
た
。
島
根
に
来
た
と
き
は
「
見

知
ら
ぬ
人
」
で
し
た
が
、
今
年
三
月

二
十
八
日
に
は
数
え
き
れ
な
い
「
友

達
」
を
残
し
て
い
き
ま
す
。
日
本
人

も
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
も
、
私
の
宣
教
生

活
の
う
れ
し
い
と
き
も
悲
し
い
と
き

も
、
出
会
い
、
そ
し
て
神
様
を
見
つ

け
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
去

年
、
荻
神
父
様
が
、
広
島
司
教
区
の

J-CaRM

の
会
議
に
誘
っ
て
く
だ
さ

り
、
移
住
者
の
た
め
に
親
身
に
な
っ

て
世
話
を
す
る
白
浜
司
教
様
、
神
父

様
た
ち
・
シ
ス
タ
ー
・
た
ち
、
信

徒
の
友
達
が
増
え
こ
れ
以
上
の
幸

せ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
友
達
の
間
で

は
、
「
さ
よ
な
ら
」
は
あ
り
ま
せ

ん
。
古
い
こ
と
わ
ざ
の
と
お
り
、

「
ま
た
会
う
日
ま
で
」
だ
け
で

す
。
そ
れ
で
、
皆
さ
ん
に
、
私
は

「
さ
よ
な
ら
」
で
は
な
く
「
ま
た

会
う
日
ま
で
」
と
言
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
イ
エ
ス
様
に
感
謝
の

気
持
ち
で
私
の
胸
は
張
り
裂
け
そ

う
で
す
。
「
全
世
界
に
行
っ
て
福

音
を
宣
べ
伝
え
よ
。
私
は
い
つ
も

あ
な
た
方
と
と
も
に
い
る
！
」
と

言
わ
れ
た
と
お
り
に
、
私
自
身
に

つ
い
て
も
含
め
、
宣
教
に
関
わ
る

一
つ
一
つ
の
お
約
束
を
お
守
り
に

な
る
か
ら
で
す
。

「
さ
よ
な
ら
」
で
は
な
く

「
ま
た
会
う
日
ま
で
」

イ
エ
ズ
ス
孝
女
会　

松
江
修
道
院

Sr.
マ
リ
ア
ニ
ー
タ
・
テ
ニ
ョ
ッ
ソ

Ｊ
ー
Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ
広
島
便
り

ア
ン
ド
レ
ア 

金 

起キ
ヨ
ン瑩 

神
父

十
二
年
間
の
派
遣
契
約
を
終
了
し
て
帰
国

　

永
遠
に
来
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
自
分
に
も
こ
の

よ
う
な
時
が
参
り
ま
し
た
。
こ

れ
も
神
様
の
不
思
議
な
業
の
一

つ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

司
教
様
か
ら
感
謝
状
と
花
束

を
頂
き
ま
し
た
。
司
教
様
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
に
姉
妹
縁
組
が

で
き
て
日
本
に
教
区
司
祭
と
し

て
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
に
い
ろ
い
ろ
な
国
の
神
父
様

方
と
一
緒
に
同
じ
地
区
や
小
教

区
で
汗
を
か
き
な
が
ら
働
い
た

こ
と
は
今
で
も
自
分
の
心
の
誇

り
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
姉
妹
縁

組
の
本
当
の

意
味
、
ア
ジ

ア
の
国
々
の

間
で
壊
れ
て
し
ま
っ
た
平
和
の

回
復
の
た
め
に
神
様
が
ど
の
よ

う
な
道
を
示
し
て
私
た
ち
を
呼

び
集
め
、
ど
の
よ
う
に
平
和
を

取
り
戻
し
て
く
だ
さ
る
の
か
、

こ
の
広
島
で
働
き
な
が
ら
本
当

に
色
々
と
実
感
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
韓
国
釜
山
教
区
に

帰
り
ま
す
が
、
帰
国
後
も
変
わ

ら
ず
姉
妹
縁
組
と
し
て
の
絆
を

大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
釜
山
に
来
て
お
ら
れ
る

日
本
人
の
方
々
、
信
徒
の
皆
さ

ん
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
方
々
と

こ
の
絆
を
深
め
る
た
め
に
、
何

か
広
島
教
区
で
の
体
験
を
生
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
か
な
と
最

近
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
司
祭
と
し
て

の
歩
み
に
神
父
様
方
の
祈
り
と

声
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
本
当
に
今
ま
で
支
え
て
く

だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

（
金 

起キ
ヨ
ン瑩 

神
父
）

広島教区司祭大会の懇親会で、白浜司教(左)は、
金起瑩神父に感謝の気持ち伝えた

イ
エ
ズ
ス
孝
女
会
の
シ
ス
タ
ー
ズ

白
浜
司
教
を
囲
ん
で
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地
区
便
り

44

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

山
口
島
根
地
区

広
島
教
区
に
生
き
る
こ
と　
　
　

　　

海
外
で
日
本
の
ど
こ
か
ら
と
聞

か
れ
る
と
、
広
島
教
区
で
働
い
て

い
る
司
祭
で
す
と
答
え
ま
す
。「
ヒ

ロ
シ
マ
」
と
い
う
言
葉
は
、
ど
ん

な
名
刺
の
肩
書
よ
り
通
じ
る
、
と

思
っ
て
い
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
者
と

し
て
広
島
教
区
に
属
す
る
こ
と

は
、
揺
ら
ぐ
こ
と
の
出
来
な
い
人

間
の
歴
史
の
芯
の
上
に
生
き
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
さ
ら
に
国

籍
・
民
族
・
思
想
・
宗
派
を
越
え

て
世
界
の
人
々
の
中
に
、
そ
の
芯

か
ら
の
躍
動
が
広
が
っ
て
も
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
最
近
の
日
本
国
家
の

権
力
構
造
の
動
き
・
流
れ
は
、
そ

の
芯
か
ら
ど
ん
ど
ん
外
れ
て
、
何

か
に
引
っ
張
ら
れ
て
流
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
軍
事
力
は
核
兵
器

を
そ
の
最
強
の
武
器
と
し
て
い
ま

す
。
も
は
や
二
度
と
人
類
は
い
か

な
る
規
模
・
理
由
に
よ
っ
て
も
使

用
で
き
な
い
筈
で
す
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
多
様
な
対
立
に
は
軍
事

力
（
戦
争
）
の
抑
止
が
力
を
発
揮

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
核
兵
器
は

最
大
の
抑
止
力
で
あ
り
、
自
国
の

利
益
拡
大
・
覇
権
に
為
に
は
捨
て

る
こ
と
の
出
来
な
い
軍
事
力
に

成
っ
て
い
ま
す
。「
ヒ
ロ
シ
マ
・

ナ
ガ
サ
キ
」
の
後
に
も
核
兵
器

の
廃
絶
が
出
来
な
か
っ
た
核
保

有
国
と
、
核
開
発
・
保
有
・
使

用
の
抑
止
力
・
恫
喝
へ
道
を
進

も
う
と
す
る
国
家
と
の
間
の
軋

轢
の
中
で
時
が
経
過
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
核
の
平
和
利
用
の

欺
瞞
と
物
的
生
活
の
豊
か
さ
に

引
き
回
さ
れ
て
、
鋭
い
預
言
的

警
告
に
も
従
え
ず
、
福
島
の
原

発
事
故
の
悲
惨
な
結
果
か
ら
、

や
っ
と
芯
か
ら
の
外
れ
と
ぐ
ら

つ
き
に
気
付
く
の
で
す
。
核
廃

絶
（
核
兵
器
・
原
発
）
は
「
ヒ

ロ
シ
マ
」
の
常
時
優
先
課
題
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
課

題
へ
の
学
習
・
思
索
・
対
話
・

発
言
・
行
動
・
連
帯
は
広
島
教

区
の
絶
え
ざ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
と

思
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
食
い
止
め
な
い
と
、

一
気
に
崩
れ
落
ち
る
際
ど
さ
を

感
じ
る
の
に
、
引
っ
込
み
思
案

の
状
況
を
感
じ
る
と
言
っ
た
ら

浅
は
か
で
し
ょ
う
か
。
祈
り
と

思
考
、
発
言
と
対
話
、
活
動
と

全
国
・
国
際
的
連
帯
行
動
に
お

い
て
、
広
島
教
区
に
生
き
る
者

と
し
て
の
「
ヒ
ロ
シ
マ
」
か
ら

の
使
命
を
刷
新
す
る
「
復
活
」

を
迎
え
た
い
で
す
。林

尚
志
神
父

二
〇
一
七
年
度
山
口
島
根
地
区

の
主
な
行
事
予
定

＊
カ
ト
リ
ッ
ク
障
害
者
連
絡
協

議
会
、
ミ
サ
と
総
会

日
程
：
五
月
十
三
日
（
土
）

時
間
：
十
時
～
十
四
時

場
所
：
宇
部
教
会

＊
信
者
養
成
講
座

講
師
：
百
瀬
文
晃
神
父

テ
ー
マ
：
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

を
学
ぶ

日
程
：
５
月
20
日
、
６
月
10
日
、

７
月
８
日
、
９
月
16
日
、

10
月
21
日
、
11
月
11
日

時
間
：
十
時
半
～
十
六
時
ま
で

場
所
：
細
江
教
会

＊
キ
リ
シ
タ
ン
至
福
の
里
野
外

ミ
サ

日
時
：
五
月
二
十
日
（
土
）

十
一
時
～

場
所
：
紫
福
（
萩
市
）

＊
社
会
教
説
宿
泊
研
修
会

日
程
：
七
月
一
日
（
土
）
～

二
日
（
日
）

場
所
：
下
関
働
教
育
セ
ン
タ
ー

＊
「
広
島
教
区
の
日
」
と
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
金
銀
祝
・
地
区
大
会

日
程
：
九
月
十
八
日
（
月
・
祝
）

場
所
：
山
口
サ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂

＊
音
楽
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン

三
百
回
記
念
演
奏
会

日
程
：
九
月
三
日
（
日
）

時
間
：
十
四
時
～

場
所
：
山
口
サ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂

＊
教
区
合
同
祈
り
の
集
い

日
程
：
十
月
二
十
日
（
金
）

場
所
：
山
口
サ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂

＊
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

講
師
：
Sr.
小
野
恭
世

（
イ
エ
ズ
ス
孝
女
会
）

日
程
：
９
月
9
日
（
土
）
～
10

日
（
日
）
、
11
月
18
日

（
土
）
～
19
日
（
日
）

場
所
：
山
口
天
使
幼
稚
園
ホ
ー
ル

＊
山
口
島
根
地
区
典
礼
研
修
会

講
師
：
白
浜
満
司
教

日
程
：
十
二
月
十
六
日
（
土
）

場
所
：
徳
山
教
会

＊
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世

来
日
記
念
「
平
和
ア
ピ
ー
ル

1981

」

～
現
代
の
踏
み
絵
、
死
の
文
化

か
い
の
ち
の
文
化
か
～

　

二
月
二
十
六
日
、
倉
敷
教
会

に
於
い
て
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ

ウ
ロ
二
世
「
平
和
ア
ピ
ー
ル

1981

」
記
念
行
事
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
講
師
は
光
・
柳
井
教

会
の
後
藤
正
史
神
父
を
迎
え
ま

し
た
。

　

過
去
の
戦
争
、
現
在
の
日
本

の
社
会
情
勢
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
る
私
た

ち
の
回
心
と
は
、
何
を
大
切
に

生
き
何
を
基
準
に
考
え
、
生
き

て
い
く
上
で
の
心
の
基
本
姿
勢

を
変
え
る
こ
と
だ
と
お
話
さ
れ

ま
し
た
。
信
仰
の
原
点
に
立
ち

返
り
、
神
と
の
つ
な
が
り
を

深
め
、
教
会
内
外
の
人
々
の

悩
み
、
苦
し
み
の
現
実
に
近
づ

き
、
関
わ
り
寄
り
添
う
道
を
選

び
取
ろ
う
と
い
う
一
貫
し
た
姿

勢
を
も
つ
こ
と
、
自
分
自
身
が

変
わ
る
と
、
世
界
は
変
わ
る
、

変
え
ら
れ
る
と
い
う
絶
対
的
確

信
を
持
つ
こ
と
を
言
わ
れ
ま
し

た
。

　

神
の
独
り
子
は
限
り
な
い
愛

ゆ
え
に
同
じ
人
間
と
な
り
、
徹

底
し
て
人
々
と
共
に
生
き
、
後

に
死
と
復
活
に
よ
っ
て
人
間
に

神
と
の
つ
な
が
り
と
互
い
の
つ

な
が
り
を
取
り
戻
さ
せ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

岡
山
鳥
取
地
区

倉敷教会聖堂内の様子
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松
徳
学
院
は
、
一
九
五
六
年
山

陰
唯
一
の
カ
ト
リ
ッ
ク
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ス
ク
ー
ル
と
し
て
、
聖
カ
ン

デ
ィ
ダ
・
マ
リ
ア
を
創
立
者
と
す

る
イ
エ
ズ
ス
孝
女
会
に
よ
っ
て
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
長
く
女
子
校
と

し
て
教
育
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
十
数
年
前
か
ら
男
子
生
徒
も

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
中
学
校
一

ク
ラ
ス
、
高
校
三
ク
ラ
ス
と
い
う

小
さ
な
学
校
で
す
が
、
小
さ
さ
故

の
生
徒
へ
の
個
別
指
導
の
充
実
、

生
徒
同
士
の
親
密
さ
な
ど
、
家
族

的
な
雰
囲
気
が
評
価
さ
れ
、
お
か

げ
さ
ま
で
少
子
化
と
い
う
時
代
の

波
の
中
で
も
入
学
者
数
を
減
ら
す

こ
と
な
く
、
学
校
運
営
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
卓
球
部
・
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
部
・
女
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
な
ど
の
部
活
動
も
盛

ん
で
、
県
高
校
総
体
で
は
、
常
に

小
規
模
校
の
部
で
は
優
勝
を
争
っ

て
い
ま
す
。
進
路
面
で
は
、
難
関

私
立
大
学
の
み
な
ら
ず
、
国
公
立

大
学
へ
の
進
学
者
も
毎
年
出
て
い

ま
す
。

　

昨
年
に
は
創
立
六
十
周
年
を
迎

え
、
シ
ス
タ
ー
渡
辺
和
子
氏
の
記

念
講
演
や
マ
リ
ア
像
の
新
造
な
ど

の
記
念
事
業
を
行
い
、
多
く
の
卒

業
生
が
と
も
に
学
校
の
還
暦
を

祝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

残
念
な
こ
と
に
今
年
三
月
末

を
も
っ
て
イ
エ
ズ
ス
孝
女
会
は

本
学
院
か
ら
退
か
れ
ま
す
が
、

イ
エ
ズ
ス
孝
女
会
は
、
こ
れ
か

ら
も
精
神
的
支
柱
と
し
て
支
え

て
く
だ
さ
い
ま
す
し
、
世
界
に

広
が
る
姉
妹
校
と
の
交
流
も
途

絶
え
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
き

ま
す
。
シ
ス
タ
ー
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
ら
な
く
な
っ
て
も
、
学
院

は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
旗

を
降
ろ
す
こ
と
な
く
堅
持
し
、

む
し
ろ
よ
り
一
層
生
徒
・
教
職

員
が
一
体
と
な
っ
て
「
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」
の
実
現
に
邁
進
す
る

決
意
を
固
め
て
い
ま
す
。

　

山
陰
唯
一
の
カ
ト
リ
ッ
ク

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
松
徳
学

院
を
、
ど
う
か
み
な
さ
ん
も
応

援
し
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

33

広
島
教
区
の
施
設

　

講
演
の
中
で
「
過
去
を
忘
れ

ず
心
に
刻
む
こ
と
は
、
未
来
に

向
か
っ
て
歩
み
を
起
こ
す
こ
と

で
す
」
と
い
う
平
和
ア
ピ
ー
ル

の
言
葉
を
心
に
留
め
ま
し
た
。

回
心
を
し
キ
リ
ス
ト
の
生
き
方

を
思
い
な
が
ら
、
平
和
を
願
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
倉
敷
教
会
で
ユ
ニ
テ
ィ
岡
山

鳥
取
が
初
め
て
の
試
み
と
し

て
、
英
語
で
の
黙
想
会
を
開
催

　

二
月
二
十
六
日
、
「
一
つ
に

な
ろ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
バ

ル
ト
神
父
の
お
話
、
赦
し
の
秘

跡
、
ミ
サ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

岡
山
教
会
で
も
し
て
ほ
し
い

と
の
希
望
が
あ
り
、
来
年
度
の

活
動
と
し
て
企
画
す
る
予
定
で

す
。

＊
地
区
司
祭
の
集
い

日
程
：
四
月
十
二
日
（
水
）
、

五
月
二
十
九
日
（
月
）

時
間
：
十
時
～
十
一
時
四
十
五
分

場
所
：
広
島
カ
ト
リ
ッ
ク
会
館

多
目
的
ホ
ー
ル

＊
地
区
女
性
連
合
会　

総
会

日
程
：
五
月
十
二
日
（
金
）

時
間
：
十
時
～
十
五
時

場
所
：
世
界
平
和
記
念
聖
堂　

マ
リ
ア
ホ
ー
ル

ミ
サ
司
式
・
講
師
：
白
浜
司
教

＊
地
区
宣
教
司
牧
評
議
会

日
程
：
五
月
十
四
日
（
日
）

時
間
：
十
四
時
～
十
六
時

場
所
：
広
島
カ
ト
リ
ッ
ク
会
館

多
目
的
ホ
ー
ル

＊
地
区
召
命
祈
り
の
集
い

日
程
：
六
月
十
七
日
（
土
）

時
間
：
九
時
半
～

場
所
：
呉
教
会

＊
第
二
十
九
回
「
津
和
野
へ
の

旅
」
徒
歩
巡
礼

　

来
年
二
〇
一
八
年
は
、
浦
上

キ
リ
シ
タ
ン
二
十
八
人
が
津

和
野
乙
女
峠
に
流
配
さ
れ
て

百
五
十
年
の
記
念
の
年
に
な
り

ま
す
。
一
八
六
七
年
（
慶
応
三

年
）
七
月
十
五
日
、
高
木
仙

右
衛
門
と
守
山
甚
三
郎
な
ど

六
十
八
人
が
捕
縛
さ
れ
ま
し

た
。
浦
上
四
番
崩
れ
の
始
ま
り

で
し
た
。
今
年
の
「
津
和
野

へ
の
旅
」
を
浦
上
四
番
崩
れ

百
五
十
年
と
来
年
の
津
和
野
乙

女
峠
流
配
百
五
十
年
を
心
に
と

め
て
、
祈
り
の
う
ち
に
歩
き
ま

し
ょ
う
。

日
時
：
五
月
三
日
（
水
）
～
五

日
（
金
）

内
容
：
廿
日
市
教
会
か
ら
乙
女

峠
ま
で
九
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
徒
歩
巡
礼

・
参
加
希
望
者
は
事
前
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

＊
マ
リ
ッ
ジ
・
エ
ン
カ
ウ
ン

タ
ー
・
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

　

ご
夫
婦
・
司
祭
・
修
道
者
の

た
め
に
「
よ
り
豊
か
な
結
婚
・

修
道
生
活
を
め
ざ
し
て
」
家
庭

や
社
会
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

関
わ
り
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る

夫
婦
の
関
わ
り
を
、
二
泊
三
日

で
深
め
る
体
験
的
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。

日
時
：
九
月
二
十
二
日
（
金
）

二
十
時
：
～
二
十
四
日

（
日
）
十
八
時

場
所
：
下
関
労
働
教
育
セ
ン

タ
ー

連
絡
先
：
富
山
信
行
・
浩
子

084-962-1295

（
福

山
教
会
）
／
坂
井
恒
・

美
枝
子0

8
2

-5
0

7
-

5
2

0
5

（
観
音
町
教

会
）
／
瀬
川
憲
昭
・
由

生
子083-923-1894

（
山
口
教
会
）

広
島
地
区

教　
　

区

松
徳
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校

昨年10月21日、白浜司教司式の創立60周年記念
ミサの様子（ミサが始まって間もなく、鳥取中部
大地震が起きました）

世界平和記念聖堂（工事中）の桜
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先
日
は
、
私
の
司
祭
叙
階
式
の
為

に
、
心
を
合
わ
せ
て
お
祈
り
頂
き
、

喜
び
を
共
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
事
を

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
に
と

り
ま
し
て
も
感
慨
無
量
の
喜
び
で
し

た
。

　

ア
レ
キ
シ
オ
白
浜
満
司
教
様
を
は

じ
め
、
司
祭
団
の
皆
様
、
修
道
者
の

皆
様
、
多
く
の
信
徒
の
皆
様
が
叙
階

式
に
ご
参
列
頂
き
ま
し
た
事
を
心
よ

り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
私
は
、
司
祭

職
を
中
学
生
の
頃
よ
り
目
指
し
て
い

ま
し
た
。
日
本
に
来
て
、
日
本
カ
ト

リ
ッ
ク
神
学
院
で
六
年
間
養
成
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
神
様

が
い
ろ
い
ろ
な
形
で
絶
え
ず
私
に
恵

み
を
注
い
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
こ
と

を
こ
の
度
、
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
方
々
に
お
祈
り
と

励
ま
し
を
頂
い
た
か
ら
こ
そ
、
叙
階

さ
れ
た
日
は
、
私
に
と
り
ま
し
て

「
人
生
の
春
」
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
お
恵
み
に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
は
、
変
化
し
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。
こ
れ
も
す
べ
て
は
、
神
様

か
ら
の
無
償
の
賜
物
で
す
。

　

広
島
教
区
の
司
祭
団
の
皆
様
、
私

を
司
祭
団
に
加
え
て
頂
き
と
て
も
嬉

し
い
で
す
。
し
か
し
、
司
祭
に
叙
階

さ
れ
た
と
は
い
え
、
知
識
も
経
験
も

ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い
ま
す
の
で
先

輩
と
し
て
、
兄
弟
と
し
て
引
き
続
き

教
え
お
導
き
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ま
で

教
え
て
頂
き
ま
し
た
事
は
、
こ
れ
か

ら
司
牧
の
現
場
で
具
体
的
に
実
践
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
こ
こ

ま
で
進
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も

皆
様
の
お
陰
で
す
。
長
い
間
、
絶
え

間
な
い
お
祈
り
と
た
く
さ
ん
の
励
ま

し
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
順
境

の
時
も
逆
境
の
時
も
皆
様
と
共
に
歩

む
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
私
を
た
く

さ
ん
の
お
祈
り
で
支
え
て
く
だ
さ

い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

私
は
、
ベ
ト
ナ
ム
を
離
れ
、
日
本

に
来
て
長
年
準
備
し
司
祭
叙
階
の
恵

み
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
精
一
杯
努
力
し
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
と
共
に
豊
か
な
学

び
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
国
籍

を
越
え
、
文
化
を
超
え
て
、
皆
様
と

共
に
一
つ
の
信
仰
の
も
と
に
生
き
る

こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
祈
っ
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
召
命
の

た
め
に
祈
り
、
犠
牲
を
捧
げ
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
す
べ
て
の
方
々
、
特
に

一
粒
会
の
方
々
を
祝
福
し
、
そ
れ
ぞ

れ
が
そ
の
勤
め
を
喜
び
の
内
に
果
た

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
神
様

の
お
恵
み
を
祈
っ
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
引
き
続
き
ご
支
援
と
お
祈

り
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
司
祭
叙
階
の
恵
み
を
頂
き
、

神
様
に
感
謝
、
皆
様
に
感
謝
！
」

ペ
ト
ロ
　
ホ
ア
ン
・
ド
ゥ
ク
・
ロ
イ
　
神
父

〈92〉

Ｎ
ｗ
Ｍ 

ｉ
ｎ　

東
京

に
参
加
し
て

　

先
日
、
第
三
十
七
回
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ｉ
ｎ
東
京

に
参
加
す
る
た
め
、
神
奈
川
県
へ

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
今
回
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
以
下
、
Ｎ
Ｗ
Ｍ
）
は
、
三
月

十
八
日
～
十
九
日
に
か
け
て
一
泊

二
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
も
そ
も
Ｎ
Ｗ
Ｍ
っ
て
何
？
と

思
わ
れ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
Ｎ
Ｗ
Ｍ
と
は
、
日

本
全
国
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
の
青
年

が
集
い
、
今
抱
え
て
い
る
問
題
や

信
仰
の
こ
と
な
ど
を
分
か
ち
合
っ

た
り
、
他
の
地
域
の
青
年
と
活
動

の
情
報
交
換
を
し
た
り
す
る
場
で

す
。
年
に
二
回
教
区
持
ち
回
り
で

開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
、
東

京
・
横
浜
・
さ
い
た
ま
と
三
教
区

の
合
同
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
作
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
（
そ
の
為
、
ｉ

ｎ
東
京
と
言
い
つ
つ
も
、
開
催
地

は
神
奈
川
県
に
あ
る
カ
リ
タ
ス
女

子
短
期
大
学
で
し
た
。
）
中
心
地

に
近
い
場
所
で
の
開
催
と
い
う
事

も
あ
り
、
参
加
者
だ
け
で
一
六
〇

人
越
え
。
広
島
教
区
か
ら
は
十
四

人
参
加
し
ま
し
た
。

　

「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
！
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
た
今
回

の
Ｎ
Ｗ
Ｍ
。
分
か
ち
合
い
の
中

で
、
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
に
は
、

ま
た
帰
っ
て
き
て
ね
と
い
う
ニ
ュ

ア
ン
ス
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う

話
が
出
ま
し
た
。
私
自
身
Ｎ
Ｗ
Ｍ

に
参
加
す
る
の
は
四
回
目
で
、
す

で
に
た
だ
い
ま
！
と
言
っ
て
帰
っ

て
行
き
た
く
な
る
集
ま
り
で
す
。

た
だ
い
ま
と
言
え
る
場
所
は
ど
ん

な
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。
私
に
と
っ

て
の
そ
れ
は
、
温
か
く
て
安
心
で

き
て
、
な
に
よ
り
お
か
え
り
と

言
っ
て
く
れ
る
人
が
居
る
場
所
で

す
。
Ｎ
Ｗ
Ｍ
、
教
会
、
も
ち
ろ
ん

家
族
が
待
っ
て
い
る
家
も
。
私
は

沢
山
た
だ
い
ま
を
言
え
る
場
所
が

あ
る
。
そ
れ
は
と
て
も
幸
せ
な
事

な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

私
事
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
四

月
か
ら
中
塚
汐
音
さ
ん
と
共
に
広

島
司
教
区
カ
ト
リ
ッ
ク
青
少
年
情

報
セ
ン
タ
ー
で
勤
務
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
私
は
こ
こ
か
ら

「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
「
お

か
え
り
な
さ
い
」
を
言
え
る
場
所

を
作
り
た
い
！
そ
う
強
く
思
わ
せ

る
Ｎ
Ｗ
Ｍ
で
し
た
。
未
熟
者
で
す

が
、
皆
様
に
見
守
っ
て
い
た
だ
け

る
と
嬉
し
い
で
す
。
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

（
幟
町
教
会　

益
田
な
お
）

　

教
区
創
立
百
周
年
に
向
け
て

新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
始
ま
っ

た
。
「
教
会
へ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
。
春
休
み
に
な
っ
た
ば
か

り
の
先
日
、
ち
ょ
う
ど
中
ブ
ロ

が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
ま
さ
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
真
っ
最
中
の
人
た

ち
。
高
校
生
た
ち
の
パ
ワ
ー
、

ス
タ
ッ
フ
の
パ
ワ
ー
、
こ
れ
か

ら
の
広
島
教
区
の
力
に
な
り
ま

す
よ
う
に
。
（
か
ぴ
）

参加者全員で記念撮影


